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誰かに認められる幸せ 

                          校 長 安 井   実 

 

１０数年後の自分をイメージしてください。皆さんの多くは仕事を持って働いているかと思います。

そこで『働く』こと、さらには『本当の幸せ』について考えてみます。「仕事は何のためにするの」と

皆さんも人生で迷うことがあるかもしれません。今回は、ある工場の社長さんが、障がいのある２人の

少女の働く姿からその答えに気付いたお話を紹介します。 

初日、たどたどしさを見せながら２人は元気よく出勤しました。初々しい２人の姿を社員やパートさ

んたちは温かい眼差しで見守り拍手で迎えました。パートさんの多くは子育てを終えた女性で「私たち

が面倒をみますから」と自分の子どものように２人をかわいがりました。社長さんは２人の様子を気に

しながらも、２人の勤務をパートさんたちに任せることにしました。２人は雨の日も台風の日も満員電

車でやってきます。決して遅れたり休んだりしません。そして仕事に真剣に打ち込みます。でも、どう

しても指示通りにできないことが続き、社長さんも困り果てて「今日はもう帰って、ゆっくり休んでも

いいですよ。」と思わず言ってしまいました。すると、彼女たちは泣いて謝りました。社長さんには、

その姿がとても不思議でした。なぜなら、施設に帰れば何も無理をする必要もなく、楽に過ごせるから

です。人に怒られてつらくいやな思いをしてまで、仕事をする必要はないのに、と感じたからです。 

ある日、社長さんは法事でお寺の住職さんと話す機会がありました。社長さんは「うちの工場に障が

いのある２人の少女が働いています。施設にいれば楽ができるのに、なぜつらい思いをしてうちの工場

で働くのでしょうか？」と尋ねました。一瞬の間があった後、住職さんは社長の目を真っすぐに見つめ

「人間の幸せは、物やお金ではありません。人間の究極の幸せは、人に愛されること、人にほめられる

こと、人の役に立つこと、人から必要とされること、この４つです。そして愛されること以外の３つの

幸せは、働くことで得られます。少女たちが働くのは、本当の幸せを求める人間の証なのです。」とし

みじみ語りました。社長は言葉を失いました。「確かに人は働くことで人にほめられ、役に立ち、必要

とされている。だからこそ生きる喜びを感じられる。家や施設で保護されている生活では、この喜びを

感じることはできない。毎日生きる喜びを感じて、彼女たちはつらくてもしんどくても必死になって働

こうとする。」働くことが当然のことと思っていた社長さんは、この喜びを意識したことがありません

でした。住職さんのこの言葉で、いかにそれがかけがえのないものか気付かされたのです。一心に仕事

に取り組む２人の少女たちのその姿。そして「ありがとう、助かったよ。」と声をかけた時の輝かんば

かりの笑顔。社長さんは彼女たちの笑顔の本当の意味をはじめて理解したのでした。 

仕事を通じて自分自身の価値を高める。自分の存在意義を見直す。そうすればどんなつらい作業も必

要な仕事と感じられます。苦しい仕事だからこそ人への貢献ができるという大切なことにも気付かされ

ます。どんな作業も自分を鍛えて磨くプロセスと考えること。そういう気持ちをもって仕事に臨むこと

が真の幸せにつながることが、社長さんは初めてわかったのです。「認め、認められることによって、

人は育つ。」皆さんが社会に出た時も、とても大切なことです。この社長さんは、その後、仕事に対す

る意識が変わりました。「本気で相手のためを思えば、それが強い絆を生む。」「迷った時こそ、人の

ために動く。」「他への利益につながる取り組みの積み重ねが、幸せな自分をつくる。」このように人

に認められる幸せをより大切にして、自分の会社経営に生かそうと考えるようになったそうです。 

 



【 １，２年校外学習 】 

 １１月２２日(金)に２年生、２９日(金)に１年生の校外学習が実施され

ました。２年生は都内全域の博物館や資料館をチェックポイントとして、

班行動を中心とした内容、１年生は地域を理解する練馬巡りを班行動で実

施しました。 

 各学年とも班行動中の大きなトラブルや事故等もなく、無事に戻ってく

ることができました。しかし、計画したコースを変更せざるを得ない班や予

定時刻を過ぎてしまった班など、反省材料がありました。無理のない計画、

地図の見方、交通機関の利用方法、班の協力など様々なことを勉強できたと

思います。今回の経験を生かし、次の学年の行事に生かしていきましょう。 

【 練馬区いじめ防止ポスター 】  

いじめ防止の一環として今年度は「いじめ防止ポスター」を作成しました。各学年より代表１作

品(計３作品)を練馬区１１月末に区へ提出しました。区内３３中学校での選考が進んでいきます。 

【 校内創作ダンス発表会 】  

１２月１４日(土)には校内創作ダンス発表会（連合ダンス選考会）が行わ

れました。１年生は各クラス２班、２年生はクラスとして発表しました。体

育の授業及び面談期間中の放課後を利用し、実行委員を中心に準備を進めて

きた成果を十分に発揮できたと思います。当日は、たくさんの保護者の皆様

に参観していただき、心より感謝申し上げます。なお、校内選考の結果は、

１２月１６日（月）の生徒朝礼で報告され、以下の表彰がされました。 

<創作ダンス  ２年生最優秀賞 ２組女子１５名…練馬区連合ダンス発表会へ 

    発表会> １年生最優秀賞 ３組１班女子７名 

【 生徒の活躍 】 

◎ 全国間税会総連合会・練馬東間税会 主催 中学生の税の標語コンクール ２年１組女子  

『 知ってゆこう 身近なものから 消費税 』 練馬東間税会 入選 

◎ 中学生の税についての作文コンクール 

  ３年１組女子『これからの私にできること』 一般社団法人 練馬東青色申告会会長賞 受賞 

          （12／17 練馬区立生涯学習センターで、区主催の表彰式が行われました。） 

◎ 令和元年度 練馬区読書感想文コンクール 

【佳作】 『羊と鋼の森』を読んで ３年２組女子  偶然ですが２人とも同じ作品での 

【佳作】 『羊と鋼の森』を読んで ３年２組女子          受賞となりました。 

◎ ２０１９国際トランポリンジャパンオープン兼ＪＯＣジュニアオリンピックカップ（川崎市等々力アリーナ） 

女子１５～１６才の部  ３年１組女子 決勝得点４９．５４５点 全国大会優勝  

【保護者の皆様へ】 

先日配布した文書の通り、終業式で配布予定の２学期通知表は、１月１６日（木）に配布いたし

ます。ご家庭の皆様には大変ご迷惑をおかけいたしますが、どうぞよろしくお願いいたします。 

日 曜 主な行事 日 曜 主な行事

24 火 全校美化　④カット
25 水 ２学期終業式⑤ ⑥カット 13 月 成人の日（祝）
26 木 冬期休業（始） 16 木 避難訓練

1 水 元旦
7 火 冬期休業（終） 26 日 都立推薦入試
8 水 ３学期始業式 27 月 都立推薦入試

29 火 連合ダンス発表会 文化センターにて

１２月・１月の主な予定

１２月

１月

11 土
練馬区生徒作品展（始）
練馬区立美術館　1/11（土）～15（水）

25 土
小中連合書き初め展
練馬区立美術館  1/25（土）～26（日）


